
                    
                     

 

 2022年 6月 30日 
株式会社 JR東日本クロスステーション 

ウォータービジネスカンパニー 
 

コロナ禍からの長野県観光産業の再生に、アキュアとしてできること 
長野県コラボパッケージの「信州そば茶」シリーズを JR東日本のエキナカで展開 

7月 5日に「信州韃靼そば茶」、7月 12日に「信州そば茶」を発売 
 

 地域の優れた素材のおいしさを、飲料というカタチでひとりでも多くのお客さまにお届けしている株式会社 JR 東日本ク

ロスステーション ウォータービジネスカンパニー（所在地：東京都品川区、カンパニー長：竹内 健治）は、エキナカを

中心に展開している acure<アキュア>のオリジナル飲料ブランド acure made <アキュアメイド> から、長野県とコ

ラボしたパッケージの「信州韃靼そば茶」を 2022年 7月 5日（火）に、「信州そば茶」を 2022年 7月 12日

（火）に発売します。 

 長野県では近頃、「善光寺御開帳」「諏訪大社御柱祭」「飯田お練りまつり」「穂高神社式年遷宮」と数年に一度の

大型祭事が相次いで開催されましたが、これらをきっかけに、コロナ禍からの観光産業の再生を図るため、2022年度

を「信州観光復興元年」と位置づけています。 

 アキュアでは、長野県観光産業の再生の想いに共感し、今回「信州韃靼そば茶」「信州そば茶」のパッケージを長野

県とコラボし、新たに作成。JR東日本駅構内の自販機などで販売することで、長野県の観光産業を応援します。 

 今年は、是非「信州韃靼そば茶」「信州そば茶」を片手に、魅力たっぷりの長野県を旅してみませんか？ 
 

■コラボパッケージ商品概要 
 信州韃靼そば茶 【信州観光復興元年ラベル】 

信州（長野県）産そばのうち、希少品種である韃靼そばの実を 100％使用、すっきり爽やかな味が 
特徴です。韃靼そばは普通そばよりルチン※を約 120倍多く含んでいます。 
      ※ポリフェノールの一種。穀物ではそばだけに含まれています。 
・発売日  2022年 7月 5日（火） ※通常ラベルから順次切替 
・容量/価格 500ml / 150円（税込） 
・販売箇所  JR 東日本のエキナカにあるアキュアの自販機 
   JR 東日本クロスステーション ウォータービジネスカンパニーの通信販売 
   （ https://ec.shop.acure-fun.net/Shop.jsp ）等 
 

 信州そば茶 【信州観光復興元年ラベル】 
信州（長野県）産の「そばの実」と「韃靼そばの実」だけを使用、焙煎にこだわり、コク深く香ばしい 
味に仕上げています。温かくしても冷たくしても豊かな風味が楽しめます。 
・発売日  2022年 7月 12日（火） ※通常ラベルから順次切替 
・容量 / 価格 280ml / 130円（税込） 
・販売箇所  JR 東日本のエキナカにあるアキュアの自販機 
   JR 東日本クロスステーション ウォータービジネスカンパニーの通信販売 
   （ https://ec.shop.acure-fun.net/Shop.jsp ）等 
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■信州観光復興元年について 
長野県では近頃、「善光寺御開帳」「諏訪大社御柱祭」「飯田お練りまつり」「穂高 
神社式年遷宮」と 4 つの盛儀・大祭が相次いで開催されましたが、これらをきっかけに、 
2022年 4月から 2023年 3月までの期間をコロナ禍からの観光産業の再生を図る 
「信州観光復興元年」とし、「信州でカラダもココロも深呼吸」のキャッチフレーズのもと、 
市町村や観光・交通関係事業者と連携した観光プロモーションを積極的に展開しています。 
  
 
【開発担当者のコメント】 
長らく続くコロナ禍での生活ですが、徐々に制限が緩和され始め、かつてあった「日常」への回復を望む声も高まっています。本年
度はビッグイベントが目白押しの長野県も観光をきっかけにコロナから立ち上がるべく、「信州観光復興元年」の名のもと、さまざま
な観光プロモーションを打ち出しています。長野県産そばの実 100％使用の「信州そば茶」シリーズを 2015 年より展開している
弊社もその活動に連動して、このたびこのような限定ラベルを発売する運びとなりました。今年は「信州そば茶を飲んで長野へ出
かけよう！長野を楽しもう！」と、県と一緒に盛り上げて、多くの方に長野を満喫して頂けたらと思います。 


